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登壇 

 

齊藤：いつも大変お世話になっております、船井総研ホールディングスの齊藤でございます。それ

では先ほど 15 時半に発表させていただきました 2026 年度第 1 四半期の決算内容についてご報告

させていただきます。 

こちらが先ほど発表しました決算概要書の目次になりますが、本日はこちらの内容から主にエグゼ

クティブサマリー、2026 年 12 月期第 1 四半期決算報告、業績予想と成長戦略、こちらを中心に

私と山本からご報告してまいります。その後、いただいたご質問について回答させていただきま

す。 

なお、昨年まで経営コンサルティング事業、ロジスティクス事業、デジタルソリューション事業の

3 区分としていた報告セグメントを、今期より経営コンサルティング事業の単一セグメントに統合

いたしました。資料上では昨年比較できるように遡及して開示しておりますが、わかりづらい点が

ある際にもぜひご質問いただけましたら幸いでございます。 
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それではまず、決算のサマリーからご報告させていただきます。 

最初に今回の決算のポイントをについて、かいつまんでご報告させていただきます。2026 年 12 月

期第 1 四半期の業績について、売上高は第 1 四半期として過去最高業績を更新しております。主力

の月次支援は 2 桁成長となる一方で、物流 BPO の政策的縮小等などもありまして全体売上高とし

ては微増での着地となっております。利益面に関しましては、積極的な人的投資、オフィス投資、

M&A 投資等を実施した結果、営業利益は前年同期比で 9.0%の減益となっております。 

当社の業績の先行指標となります主要 KPI につきましては、コンサルタント数が前年同期比 9.6%

増となり、約 100 名増加しております。またストック収益の基盤でございます経営研究会は会員

数が 5.5%増、月単価が 7.7%増と、いずれも過去最高を更新しております。月次支援コンサルティ

ングにつきましても、単価は 5.7%増と順調に伸長しております。 

通期の見通しにつきましては変更ございません。過去最高業績の更新となります売上高 370 億

円、営業利益 91 億円を計画しております。また株主還元においては、配当性向 60%以上、総還元

性向 65%以上を目指して、16 期連続の増配を予定しております。 
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こちらは具体的な連結収益状況となります。 

売上高は 79 億 4,400 万円となり前年同期比プラス 2.2%。営業利益は 21 億円でマイナス 9.0%。経

常利益は 21 億 3,600 万円でマイナス 8.0%と、こちらは先ほど申し上げました積極的な先行投資に

伴う減益となっております。 

親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、13 億 9,100 万円となりました。こちらは昨

年に五反田オフィスの売却に伴う特別損失 21 億 5,500 万円を計上していた反動もございまして、

前年同期比で見ると大幅な増益となっております。 
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こちらは通期業績予想に対する進捗状況でございます。 

2026 年通期予想に対する第 1 四半期の進捗率は売上高が 21.5%、営業利益が 23.1%、経常利益が

23.5%、当期純利益が 21.2%となっております。 
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もう少し具体的に営業利益の増減要因についてご説明させていただきます。 

前年同期の営業利益 23 億 700 万円に対し、当第 1 四半期は 21 億円での着地となりました。増収

によるプラス要因が 1 億 6,900 万円、また物流 BPO の業務の減少に伴って原価も減少しておりま

して、こちらが 2 億 4,800 万円あったことにより直接原価の減少が 1 億 7,200 万円ございましたの

で、この分が売上総利益の増加になっております。 

一方で、今後の成長を見据えたコンサルタントを中心とした継続的な待遇の向上、および採用強化

による人的投資で 2 億 1,900 万円。本年 1 月から大阪本社の移転に伴うオフィス投資で 1 億 3,800

万円。昨年度に実施した M&A に伴うのれん償却の増加分として 8,500 万円などの先行投資分がコ

スト増となっておりまして、この分を踏まえて営業利益は減少という結果になっております。 
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ここからは、今後の業績の先行指標となる主な KPI 指標についてご報告いたします。 

まずは人材に関する仕様についてです。従業員数は 1,632 名となり前年同期比でプラス 159 名。

率にしますとプラス 10.8%の増加となりました。そのうち、コンサルタント人材は 1,057 名とな

り、前年同期比でプラス 93 名。率としてプラス 9.6%と大きく増加いたしました。コンサルタント

比率は 64.8%となっております。 



 
 

 

 
 
 

7 
 

 

続いて経営セミナーと経営研究会の実績です。 

経営セミナーは参加者数、開催数ともに概ね前年と同じペースで推移しております。一方で経営研

究会は会員数が 8,135 名となりまして、前年同期比でプラス 5.5%と引き続き過去最高を更新し、

順調に増加しております。 
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こちらはストック収入の柱でございます、経営研究会と月次支援の月単価の推移を示したグラフで

す。 

経営研究会の月単価は 2024 年の 4 月から会費を値上げして以降、順調に増加し、月平均会費が 3

万円を超えて前年同期比でプラス 7.7%と上昇を続けております。月次支援コンサルティングの契

約単価につきましても、徐々に契約単価を高められておりまして、前年同期比プラス 5.7%となり

ました。 
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続いてコンサルティング社数の推移になります。 

今期から経営コンサルティングセグメントの統一に伴いまして、グループ全社のコンサルティング

社数を 2024 年まで遡りまして、社数の推移を示させていただいております。結果としまして 3 月

の実績では 4,252 社となり、前年度同月比で 1.6%のプラスとなりました。先ほどの単価上昇を実

現しながらもご支援させていただくクライアント社数につきましても堅調に推移していることが伺

えるかと思います。 
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ここからもう少し業務区分や業種区分、テーマ別に区切った詳細の業績動向についてご報告いたし

ます。まずは主な業務区分別の売上状況をご報告いたします。 

ストック収入でございます経営研究会の会費は、前年同期比プラス 7.6%の 8 億 1,000 万円、月次

支援はプラス 10.2%の 46 億 2,000 万円と大きく伸びております。 

クロスセル領域のプロジェクトや広告運用も堅調に推移しております。一方で M&A に関しまして

は、クロージングが第 2 四半期以降にずれ込んだ分もあり、マイナス 12.9%の 2 億 3,700 万円。そ

して物流 BPO は政策的な縮小等によりましてマイナス 30.2%の 6 億 1,000 万円となっております

が、主力の月次支援が全体の成長をしっかりと牽引できている形に成っています。 
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続いて、主な業種区分別の売上になります。 

構成比の大きい住宅・不動産・建設がプラス 3.6%の 14 億 6,400 万円。医療・介護・福祉がプラス

8.5%の 12 億 2,400 万円と着実に成長しております。また昨年 4 月よりグループインしたアパレル

ウェブの多くのお客様がいらっしゃいます流通・小売がプラス 54.6%と大きく伸びている他、多岐

にわたる業種で前年を上回る結果となっております。 
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こちらは新しい開示でお示ししている資料になりますが、今年発表した新中期経営計画において特

に注力していく中堅企業化コンサルティング関連テーマとして、100 億企業化プロジェクト、

M&A 関連、補助金コンサルティングの売上を過去 3 年に遡って推移を示しております。 

これら三つのテーマを合わせた売上は当第 1 四半期で 4 億 5,700 万円となり、前年同期比でプラス

20.3%と高い成長率を示しております。M&A 関連や補助金はかなり四半期単位でも売上にばらつ

きがあるものでございますが、毎年着実に規模を拡大しており、当社のこれからの新たな成長ドラ

イバーとして成長を続けております。 
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私からの説明の最後に、財務状況として要約した貸借対照表をご説明いたします。 

流動資産が前年末より減少しておりますが、これは継続的な増配に伴う配当金や法人税等の支払い

に伴う現金および預金の減少によるものです。純資産は 253 億 5,200 万円となり、自己資本比率

は 78.2%と引き続き高い水準で健全な財務基盤を維持しております。 

それでは、この後の第 1 四半期のトピックスと業績予想、今後の成長戦略につきましては山本より

ご報告させていただきます。 
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山本：ありがとうございます。いつもお世話になっております。齊藤とともにコーポレートストラ

テジー室で IR を担当しております、山本でございます。これは私からご説明させていただきま

す。 

まず、当四半期の主なトピックスをご紹介いたします。 

画面左側にございますのが当社の大阪本社になりますけれども、JR 大阪駅直結の新拠点、サステ

ナグローススクエア OSAKA の始動となります。最新設備を備えたこの拠点では西日本における営

業機会を最大化するというだけではなく、優秀な人材の採用拠点としての機能も発揮しまして、当

社の持続的成長を支える収益基盤をより強固なものにしてまいるというものでございます。 

続きまして右側の 2 番目になるものが、株式会社 STANDAGE との資本業務提携というところでご

ざいます。こちら中堅・中小企業の貿易支援でトップを走っております同社の知見と、当社の戦略

立案力というところを融合させまして、輸出や海外展開支援というところを実務レベルまで一気通

貫で加速させてまいります。 
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続きまして 3 点目のトピックスとしましては、船井総研ホールディングスおよび船井総合研究所が

健康経営優良法人 2026 の大規模法人部門で認定されたというところでございます。 

当社は中期経営計画でも従業員生涯価値（ELTV）の最大化というところを目指しておりまして、

その一環として引き続きこういった健康増進施策というところは注力してまいります。 

続きまして 4 点目としましては、本年 4 月の新卒社員の入社についてです。 

コンサルタント職を中心にグループで合計 190 名が入社をいたしました。女性比率が約 40%、ま

た実家に家業を持つ家業人材も約 30%を占めておりまして、当社の独自の強みであります人材基

盤をさらに強化してまいります。 
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ここからは、今後の業績予想と持続的な成長に向けた戦略についてご説明申し上げます。 

こちらは今年 2 月に発表いたしました中期経営計画と第 1 四半期の進捗状況でございます。2028

年度にはグループ売上高 460 億円、営業利益 115 億円の達成を計画しております。なお、今期は

大阪本社の移転に伴いまして年間約 6 億円の固定費の増加を見込んでおりますけれども、それを吸

収した上での増益というところを計画しております。売上高の 3 ヵ年の生平均成長率は 11.3%と、

中計の目標達成に向けて着実に歩みを進めております。 
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続きましてこちらは当社グループの成長のイメージを示したものとなります。 

月次支援や経営研究会を核としますコア事業での 5%から 10%のオーガニックグロースをベースと

しながら、中堅企業化や DX といった重点施策で 15%から 20%、さらに積極的な M&A による

10%から 15%の成長を上書きするということで、グループ全体で年率 10%を超える持続的な成長

を目指してまいります。 
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特に直近では M&A や新規会社の設立によって事業拡大というところを進めておりまして、こちら

は 2014 年のホールディングス化以降の歩みを示したものとなっております。2026 年では 1 月に

新たにロジクリエイトがグループインをしております。 
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最後に投資家の皆様からも非常にご質問の多い、現在、急速に進んでおります AI 時代における当

社の優位性についてというところでございます。 

AI は大量のデータ整理や統計的な仮説提示には長けておりますけれども、当社では AI では代替が

極めて困難な生の一次情報の収集というところと、経営者の方の夢を正解化していく伴走支援とい

うところを強みとしております。AI を積極的に活用して業務の効率化をしつつ、人ならではの価

値を最大化するスタンスで臨んでおります。 
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こちらでは、より具体的に当社業務を AI と人の部分との、主だった活用の流れというところを整

理して表しております。 

いわゆるデスクトップリサーチやデータの整理、マニュアル化については AI を活用する一方で、

ネット上にはない成功事例の発見ですとか、対面型の経営研究会での知見の共有、そして泥臭い現

場の実行支援というところは人が行います。この人と AI のハイブリッドモデルにより、より精度

の高いコンサルティングをスピーディーに今後も提供してまいります。 

以上で私からの説明は終了いたします。ありがとうございました。 

司会：ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：それではこれより、質疑応答に移らせていただきます。これより 3 分ほどご質問入力の

お時間を取らせていただきますので、ご質問がおありの方はご入力をお願いいたします。 

 

特にご質問がないようですので、質疑応答を終わらせていただきます。個別にご質問等ございまし

たら、1on1 のご希望も受け付けておりますので、ご連絡いただけたらと存じます。 

以上で、2026 年 12 月期第 1 四半期決算報告会を終了いたします。ご視聴いただき、誠にありが

とうございました。それでは失礼いたします。 
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